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1. エグゼクティブサマリー 

本レポートでは、2023年10月に開催した「工業会横断セミナー スマート製造の旅#4」 について報告する。「工業会横断セ

ミナー」は、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム委員

会）国内審議団体の傘下の工業会横断委員会（以下「工業会委員会」と言う）が企画・運営するものであり、今回はその第

4回目となる。 

工業会委員会では、製造業におけるDX化（スマートマニュファクチャリング）に対し「バリューチェーンの全てがデジタル化される

と、自らのビジネスや業務プロセスにどのようなインパクトがもたらされるのか？」という問題意識のもと「工業会連携：製造業の動

向・将来検討」に取り組んでおり、本セミナーはその活動の一環として開催した（「2. 背景」参照）。4回目の今回は、「サプライ

チェーンCO2データ見える化に向けた取り組みと成果」と題し、Green x Digitalコンソーシアム 見える化WG主査／日本電気 

環境・品質統括部シニアプロフェッショナルの稲垣 孝一様に、Green x Digitalコンソーシアムの活動内容と、サプライチェーン

CO2見える化の重要性や、そのためのルール、データ連携の方法、実証実験を通じて得られた成果や今後の課題についてご説

明いただいた。（「3. 開催概要」、「付録 講演資料」参照）。 

 

セミナー当日は128名の参加があり、特別講演後の質疑応答では、Green x Digitalコンソーシアムの実証実験に関する議論

が交わされた。（「付録 講演資料」参照）。後日実施したアンケート（「4. 開催結果」参照）では、特別講演について「サプ

ライチェーンベースのGHG排出量の算定に関して、日本の業界の取り組み事情が良くわかり有益であった」、「CO2排出量の把

握への対応が進んでいること、自社でも対応が必要であることを実感できた。」、「他の工業団体の取り組みを知ることができ、大

変有意義な時間でした。海外スタンダードとの関係性についての説明が特によかったです。」などの感想が聞かれた。また特別講

演、質疑・議論に対し、各々、94.1%、79.5％が有益だった、比較的有効だったとの回答が得られ、好評であった。また、「CO2

排出量の算出に関しては各国で事情が異なる中で、中小企業含め利害関係者の多い業界では調整に苦労するのではと心配

である。」、「自部署の活動は遅れており、セミナーの内容と大きく隔たりがあり、すぐに展開出来ない様な内容が多かった。乗り遅

れない様に、自部署でも仕組み作りと活発化が急務です」といった意見が寄せられた。工業会横断委員会が開催した本セミナー

に対し、「分野の違う方々の意見や取り組みなども聞けて、大変良い活動であり、今後も活用させていただきたいと思います。」、

「ワールドワイドでイニシアティブをとるには、国の支援が有効に働きますが、その動きを加速するには工業会の横断が必須と考えて

います。ぜひ継続して一丸となり、活動頂ければと思います。」、「横断的な情報共有が有益だと思います。協調領域と競争領域

を確保した上で、協調領域を共有できる意識を自分自身も持っていきたいし、産業界でも醸成していただければと思います。」と

いった声が寄せられており、これらの意見を活用して今後の企画・運営に活用していきたい。 

 

今回は、四回目の開催となり、前回に引き続き盛況のうちに無事終了することができた。特別講演の講師をお勤めいただいた

Green x Digitalコンソーシアム 見える化WG主査の稲垣様、当日聴講いただいた参加者の皆様のお力添えの賜物と心から感

謝申し上げる。次回以降も皆様と双方向のコミュニケーションを心がけ、共に「スマート製造の旅」を歩み続けていけると幸いであ

る。 
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2. 背景 

本セミナーは、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム委

員会）国内審議団体の傘下の工業会委員会にて2020年より取り組んでいる「工業会連携：製造業の動向・将来検討 ～

DX化がもたらす製造業の将来予測検討～」の活動の一環として開催するものである。工業会委員会は、IEC/SyC SM国内

審議団体における国際標準化活動を支援することをミッションとして、2018年に設置された。スマートマニュファクチャリング分野に

関連する国内12の工業会（巻末参照）ならびに経済産業省がメンバー（委員およびオブザーバー）として参画しており、工業

会を横断した国内ではユニークな組織体制となっている。「製造業の動向・将来検討」の活動は、そのような特性を活かして国内

製造業に対し以下の貢献を果たすことを目標としている。 

 スマートマニュファクチャリング分野のステークホルダーへの情報共有、DX化に対する意識喚起 

 工業会に参画している企業への動向や事例などの情報共有 

 工業会の見解を取り入れた実用性の高い将来予測の策定、ならびにそれに基づく標準化項目の抽出、およびそこ

から導かれた標準化方針の関係省庁への提言、政策との連携を視野にいれた協力体制強化 

 上記実施過程における工業会連携の強化 

活動の全体イメージを図1に示す。活動は、①事例調査、②セミナーによる情報共有、③将来予測の検討、の3ステップで進

めていく。本セミナーは②に該当し、将来予測検討をより有効に実施するためのベース作りとして位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 DX化がもたらす製造業の将来予測検討の全体イメージ 
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3. 開催概要 

3.1 セミナータイトル 

工業会横断セミナー スマート製造の旅 #4 

 

3.2 趣旨 

デジタル化の波は製造業を含むあらゆる業種に押し寄せている。その力は単なる効率化だけではなく、産業構造や社会

を変える潜在力を持っており、我々はこの力を使って環境問題など多様な社会課題に立ち向かっていく必要がある。そしてこ

れらはもはや個社で対応できる範囲ではなく、産業界での協調の取り組みが必要となる。製造業においてもこの先10年、

30年先の在り方に向けた取り組みが始まっている。本セミナーでは、「他者とのつながり」で価値創出を行うビジネス事例を共

有し、製造業における変革とスマートマニュファクチャリングの可能性を探ることを目的とする。 

 

3.3 主催 

IEC スマートマニュファクチャリング システム委員会 国内審議委員会 工業会横断委員会 

 

3.4 後援（工業会委員会参加 12 団体、五十音順） 

(一社) 情報通信ネットワーク産業協会  (一財) 製造科学技術センター 

(一社) 電子情報技術産業協会   (一社) 日本機械工業連合会 

(一社) 日本工作機械工業会   (一社) 日本産業機械工業会 

(一社) 日本自動車工業会   (一社) 日本自動車部品工業会 

(一社) 日本電気計測器工業会   (一社) 日本電機工業会 

(一社) 日本電気制御機器工業会  (一社) 日本ロボット工業会 

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会 

 

3.5 対象 

工業会委員会に所属する企業・団体の皆様 

 

3.6 日時 

2023年10月5日 13:30 - 15:00 

 

3.7 形式 

オンライン 

 

3.8 参加費用 

無料 
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3.9 プログラム 

① スマートマニュファクチャリングについて                 （工業会委員会 10 分） 

② 特別講演 「サプライチェーン CO2 データ見える化に向けた取り組みと成果」 （講演者 ４０分） 

③ Q＆A、意見交換                               （講演者・参加者  30 分） 

④ アンケートのお願い                              （工業会委員会 10 分） 

 

3.10 特別講演の紹介 

① 講師 

Green x Digital コンソーシアム 見える化 WG 主査 

日本電気株式会社 環境・品質統括部 シニアプロフェッショナル 

稲垣 孝一氏 

 

② 講演概要 

「Green x Digital コンソーシアム」では、あらゆる業種・業界の企業が参画し、企業のカーボンニュートラル化の促

進と産業・社会の変革につながる新たなデジタルソリューションの創出・実装に向けて活動を推進しています。その中の

一つ「見える化 WG」では、2021 年 10 月から、サプライチェーン全体での CO2 排出量の見える化に向けて、デジタ

ル技術を活用した企業間でのデータ連携の仕組み構築を目指し、CO2 見える化のためのルールや、データ交換のため

の技術仕様を策定し、仮想サプライチェーン上での CO2 データ連携の実証実験を行ってきました。本講演では、サプラ

イチェーン CO2 見える化の重要性や、そのためのルール、データ連携の方法や、実証実験を通じて得られた成果や今

後の課題などについて紹介します。 

 

3.11 告知サイト 

工業会横断セミナー スマート製造の旅 #4（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会HP内） 

https://www.jmfrri.gr.jp/event_seminar/5039.html 

 

4.開催結果 

4.1 参加状況 

① セミナー申込者数 ：128 名 

② 聴講者数 ：88 名（途中退出者含む） 

 

4.2 アンケート 

① 実施期間 ：2023 年 10 月 5 日～2023 年 10 月 18 日 

② 回収率   ：27%（申込者ベース）回答者数 34 名／申込者数 128 名） 

39%（聴講者ベース）回答者数 34名／聴講者数 88名） 

  

https://www.jmfrri.gr.jp/event_seminar/5039.html
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質問リスト 

  内容 

Q1 「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #4」を聴講されましたか？ 

Q2 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

Q3 【特別講演】「サプライチェーン CO2 データ見える化に向けた取り組みと成果」の感想を 

お聞かせください。 

Q4 講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 

Q5 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

Q6 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

Q7 本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 

Q8 セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

Q9 本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、

情報共有や議論の場をご提供しています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご

要望等をお聞かせください。 

Q10 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立

場で貴方の期待するところは何でしょうか？ 

Q11 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立

場で貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

Q12 貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業

間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課

題が考えられるでしょうか？ 

Q13 貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企

業間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課

題が考えられるでしょうか？ 

Q14 貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？ 

Q15 貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

Q16 貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 

Q17 貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

Q18 貴方の所属部門を教えてください。 

Q19 貴方の役職を教えてください。 

Q20 本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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Q1.「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #4」を聴講されましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q3. 【特別講演】「サプライチェーン CO2 データ見える化に向けた取り組みと成果」の感想をお聞かせください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4.講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 
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Q5.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

カテゴリ 皆様のご意見 

パラダイムシフト／気づき 2030 年に向けて、今、ルールなどを作らなければならないことが、よく理解できた。 

初参加で、自分の知識が足りていないことを痛感いたしました。 

CO2 排出量の把握への対応が進んでいること、自社でも対応が必要であることを実感

できた。 

自部署の活動は遅れており、セミナーの内容と大きく隔たりがあり、すぐに展開出来ない

様な内容が多かったです乗り遅れない様に、自部署でも仕組み作りと活発化が急務で

す 

現在各企業に対しての評価にもつながるカーボンニュートラルの取組み、実際にはカーボ

ンゼロの取組みになっているとも聞きます。自社のみでなく、調達品の生産過程からエンド

ユーザーまでをスコープに入れて CO2 削減を管理するのには、大変幅広く難しい課題が

山積しるのが実感。そうした中で、WG として仕組みつくりや上述の源流の評価算出ロジ

ックなどを策定され、また物流にも広げて取り組まれていることに心強く思います。企業で

働くひとりとして、貢献を果たせる様に、引き続き情報共有をさせて頂ければと思いまし

た。 

事務局への要望／感想 参考になったが、Q&A の時間は、もう少しあった方が良かった。 

今後もこのような情報共有をお願いいたします。 

工業会横断セミナーで、スマート製造をテーマとするのは、非常に良い取り組みなので、

今後も継続して頂きたいと思います。 

講演や Q&A の開催時間はちょうど良い長さだと感じました。全日や半日使う開催だとな

かなか参加できないため、今回の長さがちょうど良いです。 

資料を事前送付頂き、確認できたのでより理解が深まった。Q&A はポイントがまとめられ

ており、有益であった。 

よく理解できた／役に立っ

た 

課題整理、ソリューション検討に役に立った。 

短い時間のプレゼンテーションに理解に必要なエッセンスが凝縮されており、大変有益でし

た。資料作成や説明の仕方の面で勉強になりました。 

CO2 見える化に関する取組みを知ることができてよかった。 
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弊社は製造業ですが、CFP については、関連した情報システム含めた製品開発、アライ

アンス等を検討していきたいと考えており、現状の取組みについて分かりやすく説明頂い

た。 

講演内容に対する要望 グリーン×DX コンソの活動内容はよくわかったが、WBCSD PACT については、抽象的

でよくわからなかった。 

少し概念論が多かったので、もう少し事例を織り込んで欲しかった。 

実証テストの参加企業が、比較的大手様のみだったので、下流の小規模企業も含めた

実証テストの結果も見てみたい。 

将来の予測／不安 部品を海外から購入し、製品を海外に販売している会社にとっては国内独自の算定手

法や評価手法に準ずることは二度手間になり望ましくない。データ交換可能といっても交

換の仕組みを将来的にメンテし続けられるかという課題がある。日本独自や日本ならで

はというやり方は将来的に必要だろうか。 

・カーボンニュートラルの実現に向けて、各社とも活動が加速している印象を抱きました。 

CO2 排出量の算出に関しては欧州、米国、日本とそれぞれ事情が異なる中で、中小

企業含め利害関係者の多い業界では調整に苦労するのではと心配である。 

感想 時流に適しており、適切な内容だったと思う。 

GxD コンソーシアムの活動の一端がよく分かり大変有益でした。ありがとうございました。コ

ンソーシアムへの入会を検討いたします。 

CO2 排出量の見える化施策の一つとして理解することが出来ました。 

他の工業団体の取り組みを知ることができ、大変有意義な時間でした。海外スタンダー

ドとの関係性についての説明が特によかったです。 

具体的な動きをわかりやすく説明していただいて有益な時間でした。ありがとうございまし

た。 

特にありません。 

質疑の準備が行き届いていて、痒い所に手が届く印象です。 

サプライチェーンベースの GHG 排出量の算定に関して、日本の業界の取り組み事情が

良くわかり有益であった。 

いつもお世話になっております。CFP の見える化 WG について聞きやすかったです。 

今回の公演はサプライチェーン全体でのカーボンニュートラルと話だったので、もっと細かい

工場内での Co2 の見える化、データ連携の話を聞く機会があれば参加したい。 

Green×Digital コンソーシアムのことはよく知らなかったので，今回サプライチェーン

CO2 データの見える化の取り組みを知ることが出来，有益だった． 

貴重なお話ありがとうございました。 
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Q7.本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 
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Q8.セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

カテゴリ 皆様のご意見 

脱炭素 特に自社を中心とした、調達材料に関連する CO2 削減貢献度の算出、更に納入ユー

ザーからエンドユーザーへの CO2 削減貢献度の算出など、正しく評価出来る仕組みや

算式などより具体的な場面を想定して情報提供を頂ければ幸甚です。 

脱炭素 

カーボンニュートラルに向けた協調領域の活動 

サプライの上流、中流、下流における脱炭素への効率的な取り組み方など。むやみに脱

炭素を全サプライへ要求するような企業が出ると、その下位サプライは疲弊するのみで

す。企業の業態やエネルギー規模を目安にその辺を取捨選択できればいいのですが。 

脱酸素の事例電力からの CO2 換算ではなく、実際の測定方法 

脱炭素、サーキュラ―エコノミー、ネイチャーポジティブ・メタバース、人間機能拡張・

Web3、ブロックチェーン 

脱炭素、カーボンニュートラル、カーボンフットプリント 

脱炭素に関しては一次データの収集の動向、企業や業種における重要度の動向（自

動車業界はかなり力を入れているようですが、他の業種の力の入れ具合が知りたい） 

カーボンニュートラル 

脱炭素取引の可視化 

Scope2 の内容や例などについて 

削減貢献量について 

サーキュラエコノミー 今回は炭素排出見える化でしたので、循環経済はいかがでしょうか。 

サーキュラーエコノミーの動向と対応 

サーキュラーエコノミーの日本におけるビジネス化への取り組み方 

サーキュラーエコノミー 

資源循環システムの実現に向けた取組 

デジタルツイン 離れた場所や別な会社の生産設備をネットワークで接続したバーチャルファクトリーへの取

り組み。 

製造業メタバースとデジタルツインの展望。ドイツの AAS によるデジタルツインと日本や米

国等の取り組みの比較。 

AI ありきたりですが生成 AI の産業活用でしょうか。あとは、日本(に限定する必要は無いで

すが)製造業の創造力、開発力を可視化し、脆弱化の危険信号、組織文化を客観的

に評価、見直すような取り組みがあれば、面白いと考えます。 

オントロジー IEC CDD（Common Data Dictionary）に関する動向と活用事例など 

データ連携 データ連携 

デジタルパスポート デジタルパシポートのリアルタイムデータ提供実現へのロードマップ／見通し。 

量子コンピュータ 量子コンピューティング 

その他 中小企業への取り組み、さまざまな業種（食品等々）での製造 

 

 



13 
 

Q9.本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、情報共有や議論の場をご提供し

ています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご要望等をお聞かせください。 

カテゴリ 皆様のご意見 

横断型・異分野の情報共

有が重要 

非常に重要な取り組みテーマなので、各業界やメーカー及び知識人が集結して、知恵を

出し合いかつ国際的にも有用な仕組みつくりが出来ることに期待します。 

ワールドワイドでイニシアティブをとるには、国の支援が有効に働きますが、その動きを加速

するには工業会の横断が必須と考えています。ぜひ継続して一丸となり、活動頂ければと

思います。 

重要だと思うし必要だと思います。 

大変有益だと思います、特にカーボンニュートラルは１社ではできませんし、国や世界と協

調した取組みが必要ですので、是非、そういった情報を共有いただきたい 

分野の違う方々の意見や取り組みなども聞けて、大変良い活動であり、今後も活用させ

ていただきたいと思います。 

横断的な情報共有が有益だと思います。協調領域と競争領域を確保した上で、協調

領域を共有できる意識を自分自身も持っていきたいし、産業界でも醸成していただけれ

ばと思います。 

これまで知らなかったが有意義な活動のためこれからも参加させて頂きたい。 

1 社では難しく、また日本という国が生き残るためにもＣＮビジネスは協力しながら進める

べき。今後もよろしくお願いいたします。 

こういう機会がないので、有意義なイベントだと思います。ディスカッションやアンケート（事

後やイベント中）で、参加者の会社がどのようなことを考えているのか、具体的でなくて

も、傾向だけでもわかるとより面白いと思う。 

参考になった 続けてほし

い 

非常に良い取り組みと思います。 

横断的連携の助けになる。 

誠に有難く拝聴いたしました。また機会がありましたら参加したく思います。 

意義のある取り組みと思う． 

非常に有益で素晴らしい！ 

有意義なことだと思います。 
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Q10.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながること

が想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の期待するところは何でしょうか？ 

カテゴリ 皆様のご意見 

コスト削減／効率化 情報連携と情報セキュリティの両立と、運用コスト低減と参入障壁の実現。 

ユーザやメーカなどステークホルダーにとって環境面やコストなどいろいろな面で有益なもの

となるように期待します。 

効率化（利益向上）、生まれてくる機会に向けた新規事業 

当社製品の売上拡大および顧客の生産性向上、競争力向上 

素材等の情報収集の負荷低減と迅速化 

生産に関する情報を共有することで、調達までの期間の短縮や資源の節約につながる

仕組みが構築されること。 

データ連携 サプライチェーンのなかの企業とのデータ共有・統一。 

事業者間のデータ連携 

今回の取組みのように、業界にとらわれず、一気通貫でのルール作りができればと思いま

す。 

環境負荷の改善 スマートマニュファクチャリングが低環境負荷の製造業の実現につながるようにすること． 

データ主権 適正な申告を行っている証明方法の確立や、参画を推進する制度作り 

ビジネスチャンス ビジネスチャンスだと思っています。 

その他 従来の取引慣習（契約等々）の問題 

各レーヤーでの CO2 使用量から削減貢献度の見える化。 

やり切ること、やり切れること。 

官民一体となった外部からのプレッシャーが強い方が進めやすいため、そこに期待するとと

もに、それら活動がマネタイズにもつながらないと企業もサステナブルではいられませんの

で、双方が進むような活動に期待します 

情報の適度適切な共有はどのようにあればいいのか、業界的・社会的コンセンサスが段

階的に形成されていくことを期待します。 

日本がデータ連携で海外（特に欧州）に対して後れをとらないようにすること。 

最終顧客における製品の運用状態を知ることができれば、材料の劣化推定について多く

の知見が得られる。今現在の材料の劣化推定は過剰な条件の仮定や妥当性が不明な

試験基準が多いほか、材料選定の段階で過剰スペックや選定不能になることもある。こ

れらを改善していくには、最終顧客における製品の運用状態を知ることが必須であり、ス

マートマニュファクチャリングに期待する点です。材料の劣化推定のために恒温槽や電気オ

ーブンなどエネルギー消費が莫大な設備を 24 時間何か月にも渡って動かすため、劣化

推定の適正化は脱炭素化にもつながると期待しています。 

SDG’s への貢献、社会システム化。 

今回の様な GHG 排出量の定量化、可視化の先には、製造業における事前の可視

化、評価があると思います。「新しい、面白い、凄い」という従来指標では無くて、作り始

める前、開発する前に環境負荷を評価して製品を産み出す意義を見直すような取り組

みが真のサステナビリティ実現には必要なのだと感じています。 
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Q11.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながること

が想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

カテゴリ 皆様のご意見 

コスト 仕事の負荷が過大になること 

コストインパクト。 

業務工数の増加 

セキュリティ 工場セキュリティへの対応（欧米に比べて） 

セキュリティ・不具合対策の確立、国内の浸透スピード（ヒト、カネ） 

情報共有の名目で、自社のノウハウなどが他へ知られること。 

連携に対する無理解 情報の適度適切な共有という概念自体が共有されていないこと。 

日本の製造業においても協調領域を設定して、日本企業の競争力を高めることはでき

ないのかと思う。「協調領域」という言葉を否定する考えの企業（特に大企業）が多い

ように感じる。 

ビジネスに対する価値観、考え方が大きく変わるため、同じ社内ですら話が通じない（価

値観が通じないとどのような説明をしても通じない）場面が多くなり、実践が進まないこと

に不安がある。技術、システム、仕組み、よりも「価値観」をいかにして変えるかが大変だと

考えています。 

規格の乱立 独自システムの乱立と、衰退。 

ルールや仕組みの乱立 

サイロ化 国内には多くの競合がいて、これまで自社のみでの取組みが中心となり、競争領域と協

調領域の使い分けが上手くないことと、社内でも事業、システム、データなどすべてがサイ

ロ化している点 

連携の実現性（への不

安） 

事業者間のデータ連携 

その他 裾野が広く、各レイヤーでの評価が難しい。 

やり切れるか、やり切ること。 

「効率的なカーボンニュートラルの実現」という目的が「全てをデータ管理する」にすり替わり

サプライを疲弊させるような慣習、体制ができること。 

特になし 

同じ単位の指標を世界や国から周知し、実際に行動できるようになるまでの時間 

デジタル化、算定に向けた同種業界の共通ルールや仕組みが必要ではないかと思いま

す。 
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Q12.貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや協調領

域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課題が考えられるでしょうか？  

カテゴリ 皆様のご意見 

（標準化も含めた） 

基本方針の策定 

（が必要） 

社内には、分社や事業場更に商品群毎の製造事業場があり、調達だけでもかなり幅広

い業種との関連があり、顧客窓口である営業部門としては、顧客要求事項を各製造部

門や関係部門につなぎ、必要な情報を提供する仕組みつくりを進めているところ。ただ、

商品を供給してからユーザー更にその先のエンドユーザーまでの取組みについては、更に

上位組織で対応されていると思われるが、自部門へのフィードバックや評価の仕組みがま

だ不透明。幅広いサプライチェーンや物流など含めた幅広い評価につながる評価の仕組

みが国際的にも標準として通じるプラットフォームが共有出来れば良いかと考えます。 

要請される場合には、評価基準や手法が示されるので、それに従ってデータを提供する。

現在は複数の規格が存在して企業によって採用する規格が違うので複数に対応せざる

を得ない。しかしながら今後統一されていくと予想しています。 

共通指標、定義の明確化 

扱う製品群が多く、部品もあれば最終製品もあり、様々な課題が出てくると想定されま

す。 

連携するに当たっての統一され、且つ事業者にとって負担が少ないルール 

それができる環境の提供。 

社内データもサイロ化しており、連携したくてもなかなかうまく行かない可能性がある 

・データの受け渡し書式や形態が各社、各システムごとに異なりそれぞれに対応する工数

が多大に発生する。・同じ製品のデータ提供を顧客先、商流別に求められることが想定

されるので、欲しい人がアクセスできるデータベースの検討や自社ホームページ等で公開す

るのであれば公開様式やデータの標準化の検討が課題になると考える。 

算出レベルの不一致 

どのような連携が必要となるかの見通しが立っておらず、要求に応えるのに時間がかかるこ

とで、ビジネスチャンスを逃す可能性があるのではないかと思う。 

提供する情報のフォーマットと情報の信頼性確保 

業種ごとに算出方法の定義、ルールが定まっていない 

Semantic Interoperability の不徹底、範囲の広さ。 

今回のご説明ではサプライチェーン情報の漏洩にも十分配慮されている様ですから、大き

な課題は無く、標準化などに向け大いに協力、連携すべきと感じています。ただし、担当

部門では無いため、あくまでも個人的な感想です。 

事業者間で異なるプラットホーム上でのデータ共有 

業界にとらわれない統一したルール 

コストの増大 現行の取引と比較して、コストアップになる部分（業務負荷増、脱炭素の投資）を含め

ての顧客との調整。 

会社ごとに具体的な算出方法を指定されると、算出の煩雑さが増大すること。 

提出するデータの採取に時間がかかること 

保守／管理 データの最新化（データの更新）が定期的に実施できるか 
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その他 自社としても、自社に影響の高い製品から管理や削減を進めていくことになる。しかし影

響の少ない（購入量も少ない）製品も「データが必要なルールだから」で要請されるこ

と。 

情報を開示することによる思わぬ弊害への懸念。 

Scope2 については対応可能ですが、Scope3 カテゴリ 11 や、製品に係る CFP につい

ては課題があると思っています。 

 

 

 

Q13.貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや協

調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課題が考えられるでしょうか？ 

カテゴリ 皆様のご意見 

（標準化も含めた）基本

方針の策定（が必要） 

・データの受け渡し書式や形態が各社、各システムごとに異なりそれぞれに対応する工数

が多大に発生する。・同じ製品のデータ提供を顧客先、商流別に求められることが想定

されるので、欲しい人がアクセスできるデータベースの検討や自社ホームページ等で公開す

るのであれば公開様式やデータの標準化の検討が課題になると考える。 

・中小零細企業への教育 

システム化（マニュアル作業では非効率） 

業種ごとの算出方法の定義、ルールが定まっていない 

受け取ったデータの算出方法が不明な場合、使い勝手が悪いこと。 

事業者間で異なるプラットホーム上でのデータ共有 

ステークホルダー間との体

制構築 

零細中小企業や海外企業へ要請してデータを入手できないこと。 

標準化に対応できていないことで、サプライヤに過度の負担をかける可能性。 

要請する内容に関してサプライヤの理解を得ること、情報の信頼性の確保 

コスト サプライヤからすると当社は全体の 1 社にすぎないので、どのようにデータを連携するのか

膨大に手間がかかるようでは上手くいかない 

提出するデータの採取に時間がかかること 

セキュリティ 企業機密の保護の限界。 

やはりデータの取り扱いや取り掛かりコストの面で、不安や負担を招くところはあると思いま

す。今回のご説明では、参画していない事業者が入っても運用可能な点が素晴らしく、

オセロゲームの様に順次対応する機運が高まっていくのではないかと期待できます。 

データ品質 データの信憑性 

エビデンスの証明 

その他 直接対応する部門ではないので、詳細は不明。 

継続運用 

何を要求するのか具体的ではなく、まずは何を要求するのかが課題。 

サプライヤに対して Win-Win になる要素が少ない。 

不明です。 
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Q14.貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？  

 

 

 

Q15.貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

 

 

 

Q15.貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q16.貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q17.貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q18.貴方の所属部門を教えてください。 
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Q19.貴方の役職を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q20.本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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５.セミナー当日のQ＆A 

 

No. Q&A 
1 [質問]コンソーシアム標準から国際標準化を視野に入れているのでしょうか？ 

 
[回答]国際標準（デジュール）は想定していない。WBCSD PACTがデファクトになると想定しており、今後もここと
連携していく予定。 

2 [質問]今後の活動の見通し（ロードマップ）はどのように考えているのでしょうか？ 
製造業の視点で、今後更に検討するアイテムはあるでしょうか。更なる参加者を加えるなど。 
 
[回答] 今回の実証実験は製造業ベースだが、ご紹介したルールは他の業種にも展開可能にする必要があると考え
ている。 

3 [質問]国や業界、企業によらず統一的なルールと運用を目指されていると思いますが、 
懸念事項や問題点はありますでしょうか？またその対策としては何がありますでしょうか？ 
 
[回答]今後はカテゴリ１だけでなく、他のカテゴリにも拡張していく予定。ウラノスやGAIA-Xとの接続および活動の運
用方針が課題となっている。 

4 [質問]今回の実証実験において、参加された企業様の社内データにおいて、これまで集めて無かった自社データで、
新たに収集が必要となったデータなどがございましたでしょうか？ 
 
[回答]算定に関しては特にない。ただアドオンで連携機能を追加する、といったことは行った。 

5 [質問]CO2 データの検証・保証を行う検証会社とは、どの様な会社を想定しているのでしょうか？ 
 
[回答]PACTのVer2.0の中で、第三者検証をせよとの指示はあるが、それ以上のことは行われていない。見える化
WGでは、テュフ ズードジャパン等がある。 

6 [質問] 見える化WGのフレームワークに則った（準拠した）ソリューション・アプリケーションはどのように探したら良いで
しょうか？ポータルのようなものがあるのでしょうか。また、それぞれのソリューション・アプリケーションがフレームワークに準
拠していることを示す認証のようなものはあるのでしょうか？ 
 
[回答]検証/承認する組織が必要だと考えているが、だれがやるのか？といった運用面が課題になっている。 

7 [質問]見える化WGの成果を活用するにはどうすればよいですか？見える化WGに入会する必要がありますか？ 
 
[回答] 実証結果や一次レポートはＪＥＩＴＡのホームページで無料で公開されており、活用していただきたい。 
コンソーシアムの年会費は１８万円。情報の先取りが可能等メリットがあるので検討していただきたい。 

8 [質問]サプライチェーン上で複数の事業者が異なるソリューション・アプリケーションを使っている場合のデータの連携な
ど、モデルケースのようなものはありますか？ 
 
[回答]質問の内容を今回の実証実験で実施している。各々の会社がどのツールを使っても、データの交換ができるこ
とを確認している 

9 [質問]企業がCO2可視化フレームワークを利用する上で、具体的に社内でどんな準備をしたら良いでしょうか 
 
[回答]スコープ１，２，３を計算している会社は参加できる。ただＰＡＣＴに合わせる場合は、カーボンフットプリ
ントが必要になる。 

10 [質問] 国内外の上流企業に対し、データ提出の同意をどうやって得ていくのか？ 
 
[回答]GtoG CtoGの考え方が評価されていることやPACTと整合とれていることを伝えれば、理解が得られると考え
ている。 

11 [質問]講演後のアンケートなどで参加者の意見を聞きたいと思いますが、今回の報告の内容を工業会委員会として
はどのように扱っていきますか？ 
 
[回答]アンケート結果に基づいて、聴講者様の興味や関心を分析して、次の脱炭素関係のテーマにつなげていきた
いと考えている。 
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付録 講演資料 
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IEC/SyC SM国内審議委員会 工業会横断委員会 
（一財）製造科学技術センター   （一社）電子情報技術産業協会 

（一社）日本機械工業連合会   （一社）日本工作機械工業会  

（一社）日本産業機械工業会   （一社）日本電気計測器工業会 

（一社）日本電機工業会   （一社）日本電気制御機器工業会 

（一社）日本ロボット工業会   （一社）情報通信ネットワーク産業協会 

（一社）日本自動車工業会   （一社）日本自動車部品工業会   

   

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会  （オブザーバ、事務局含む） 


